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学 位 論 文 内 容 の 要 旨  
小学校での結核接触者健診（健診）において，新たに開発された  
QuantiFERON聖B－2G（QFT）を用い，小児におけるその感度・特異度  
を検討した。初発患者が塗抹陽性肺結核の小学生で，接触の可能性  
がある小学生75名を対象に健診を行った。75名はBCG既接種であ  
った。75名中ツヘやルタリン反応検査（ツ反）で発赤長径10mm以上（陽性）  
を対象にQFT検査を実施した。QFT検査を行う前に，全員の保護者  
から書面にて承諾を得た。ツ反発赤長径30mm以上は22名．であったが，  
QFT検査の結果は陽性1名，疑陽性2名，陰性65名であった。化学  
車防を行わず胸部Ⅹ－pのみで経過観察したところ，2年後の健診に  
おいても68名全員に異常は認められなかった。そこで，小児に対す  
るQFT検査の特異度（カットオフ値を0．1IU／ml）を求めると95．6％とな  
った。68名と対象者は限られているが，2年間の経過観察から小児  
におけるQFT検査の特異度は，成人で求められた特異度98．1％と遜  
色がなく，QFT検査は小児に対しても有効であった。今後，健診に  
おいてQFT検査も加えて総合的に判断すれば，不必要な発病予防措  
置（化学予防）を減らせる可能性を示唆している。  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
本研究は、小学校での結核接触者健診にQuan岬ERONTG・2G（QFT）を用  
い、その有用性を検討したものである。患者と接触の可能性のある75名（全  
員BCG既接種）中、ツベルクリン反応（ツ反）で発赤長径10皿皿以上の68  
名でQFT検査を行ったところ、陽性1名、疑陽性2名、陰性65名であっ  
た。ツ反で発赤長径30mm以上は22名であったが、この者も含め発病予  
防処置（化学予防）をすることなく2年間経過観察したところ、結核の発症  
は認められなかった。QFT検査のカットオフ値を0．1IU／mlにすると、そ  
の特異度は95．5％であり、成人の場合と遜色がないこと、また、ツ反のみで  
なく本検査も加えると、不必要な化学予防を減らせることを示した価値ある  
業凍である。  
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
